
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治＝39位 経済＝12位 

教育＝39位 行政＝35位 

出典：https://digital.kyodonews.jp/gender2022/ 

大村市男女共同参画推進センターだより 

ジェンダーとは「社会的・文化的に形成された性別」のことを言います。 

たとえば『男の子は青、女の子はピンク』とか『お父さんは会社で働い

て、お母さんは家事をする』というような男女の違いによって周りの人が

無意識に抱くイメージや役割分担があります。このように身体的な性別に

対して、社会の中で『男性だから、女性だから』とされている役割や行動、

考え方や見た目などがあることを、社会的・文化的性別『ジェンダー』と

いうのです。 

近年、ジェンダーという言葉が広まり『男だから、女だから』と決め 

つけることで、男女の間に偏見や差別・不平等が生まれていると再認識 

されるようになりました。 

世界においても様々な分野における男女格差について関心が高まって

います。『ジェンダーギャップ指数』という言葉を聞いたことはありませ

んか？ これは男女格差を測る指数で、経済・政治・教育・健康の４つの

分野から算定されます。2021年の日本は156カ国中120位でした。 

（前回は153カ国中121位でした。） 

さて、あなたの中のジェンダーギャップ指数は上がってきていますか？ 

 

 

残念ですが、世界の中で低い位置の日本です。 

｢地域からジェンダー平等研究会」が公表した『都道府県別 ジェンダー

ギャップ指数』での長崎県のランキングは何位でしょう？  

予想してみましょう！  

 

じゃぁ、長崎県は何位でしょう？  

あなたのジェンダーギャップ指数は上がっていますか？ 

 

都道府県版 ジェンダーギャップ指数 長崎県は47都道府県の中でも上位とは言えません！ 

円グラフの座標最高値は1であり、各項目において1が完全な平等を

意味します。0に近いほど平等でない状態を表しています。 

政治分野において、県議会議員の女性割合は九州の中で最も高いの

ですが、市町村議会議員の女性割合は全国で最も低く、女性議員ゼロ

議会も残っているため、39位でした。 

行政分野においても県の管理職、審議会委員の女性割合は高いので

すが、市町村ではあまり進んでいない現状です。 

教育分野では、大学進学率の男女差は小さいのですが、中・高校の

校長の男女比率の差が大きいです。 

身のまわりにある男女格差や不平等に、まずは気づくこと。 

生活の中で、学校で、仕事場で、男女が平等である社会とはどういう

ものか、考えていきたいものです。 

長崎県 

 

https://digital.kyodonews.jp/gender2022/


  

  

・電話相談 ・面接相談 (できれば事前にお電話を) 

・月曜～金曜 ９時～１７時（祝・年末年始休） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

☆ 当センターの講座やイベントに参加の際に､右図の駐車場🅿を 

ご利用の場合は､無料駐車券を発行します。 

【問合せ先】 

大村市男女共同参画推進センター「ハートパル」 
〒856-0832 

大村市本町458番地2 プラットおおむら4階（旧浜屋ビル） 

TEL：0957-54-8715  FAX：0957-54-8700 

Eﾒｰﾙ：danjyo-s＠city.omura.nagasaki.jp 

[問合せ時間] 月～金 ８時30分～17時15分(祝･年末年始休) 

 

つながりサポート３つの拠点 

ピアサポート プリママ 
０９０－２１９５－７２２２ 
月～土 9時～17時 

大村市母子寡婦福祉連合会 

０９５７－４６－３２８６ 

のほほん亭（個人宅） 

０９５７－５２－７４０９ 
 

月・金 

9 時～15 時 

第１・３土曜 

10 時～15 時 

孤独や不安を抱える女性がお互いの体験や

思いを語りあえる場所です。必要に応じて相談

機関や支援団体へおつなぎします。 

どなたでもお気軽にお立ち寄りください。 

プリママ おしゃべりピアカフェ開催 

毎週水・土 13時～16時 

『つながりマルシェ』を開催しました！ 

長引くコロナ禍で元気をなくしがちな女性たち

に、笑顔になってもらうための応援マルシェです。 

生理用品と賛同団体から提供された食料品等の

無料配布や『女性による女性のための相談コーナ

ー』、今話題の第三の生理用品と言われる『月経カ

ップと布ナプキンの使い方ワークショップ』などが

あり、大盛況でした。 
 

これから毎月 1 回開催予定のマルシェです。 

女性が元気になるような情報共有の場になると 

嬉しいです。 

次回は 5 月 29 日に開催予定です。 

どなたでもお気軽に ご来場ください。 
 
また、当日お手伝いいただける方も大募集☆ 

詳しくはピアサポートプリママ  

090-2195-7222 まで ご連絡ください。 

 

秘
密
は
守
り
ま
す 

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
・
レ
タ
ー
ズ 

子
ど
も
と
親
、
生
徒
と
教
師
の 

往
復
書
簡 

（
佐
藤
拓
代
／
編
） 

 

 

4 月 24 日（日） 
こどもセンター1F 
多目的ホールで 
開催されました！ 
多くの女性で 
にぎわいました♬ 

 

次回の開催は 
5 月 29 日（日） 
こどもセンター1F 
多目的ホールです。 
10：00～11：30 
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もしかして…妊娠？ 

コロナ禍があぶり出した妊
娠・出産をめぐる『困難』 
10 代の出産、海外に学ぶ女

性と子供への人権尊重と支
援など、いま考えるべき問題
と向き合おう！ 

カミングアウトをめぐる 
子と親、生徒と教師の… 
7 組 19 通の往復書簡 

マイノリティと言われる 
たくさんの人たちが生きやす
い世界を考え、読みたい本 

ライブラリのおすすめ図書 


